
・
Γ
ド
」

五
叙

緊
急
医
療
援
助
活
動
に
つ
い
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
表
・
菅
波
　
茂

’
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
や
難
民
が
発
生
し
た
と
き
に
現
場
に
瞬
時
に
派
遣
さ
れ

一

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
連
認
定
多
国
籍
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
現

在
世
界
に
1
8
支
部
が
あ
り
３
月
3
1
日
現
在
2
6
ケ
国
で
4
0
以

上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
平
和

を
志
向
す
る
憲
法
に
基
づ
く
「
人
道
援
助
大
国
」
の
実
現

で
す
。
戦
後
5
0
年
の
現
在
の
平
和
は
単
に
戦
争
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
不
充
分
で
す
。
世
界
中
の
人
達
が
共
有
で

き
る
価
値
観
は
「
今
日
の
家
族
の
生
活
と
明
日
の
希
望
」

で
す
。
こ
の
価
値
観
が
実
現
で
き
る
状
況
が
「
平
和
」
で

す
。
・
こ
の
「
平
和
」
を
疎
外
す
る
要
因
と
し
て
戦
争
、
災

害
そ
し
て
貧
困
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
戦
争
や
内
乱

に
よ
る
難
民
や
被
災
民
そ
し
て
災
害
に
よ
る
被
災
民
に
緊

急
人
道
援
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
目
的
は
相
互
理
解
と

相
互
支
援
に
よ
る
相
互
信
頼
の
確
立
で
す
。
こ
の
相
互
信

頼
こ
そ
が
偶
発
的
戦
争
を
予
防
で
き
る
と
い
う
民
間
か
ら

の
ア
プ
ロ
’
Ｉ
チ
で
す
。
行
動
規
範
は
「
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
様
」
と
い
う
「
相
互
扶
助
思
想
」
で
す
。
具
体
的
に

は
左
記
の
３
つ
の
方
法
論
で
実
行
し
て
い
ま
す
。

（2）（1）(3)

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団

ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
機
構

緊
急
救
援
と
開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
’
ト
ワ

ー
ク

　
最
初
に
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援
を
特
化
し
た
部
門
で
す
７
災

る
参
加
国
の
医
師
の
合
同
チ
ー
ム
で
す
。
「
ア
ジ
ア
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
世
界
に
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
現
在
で

は
ソ
マ
リ
ア
難
民
、
ル
ワ
ン
ダ
難
民
、
ア
ン
ゴ
ラ
難
民
、

ブ
ー
タ
ン
難
民
、
旧
ュ
ー
ゴ
難
民
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
次
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急
救
援
機
構
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
の
自
然
災
害
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
相
互
支
援
機
構
で
す
。
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
そ
し
て
ロ
シ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
震
、
メ
キ
シ
コ
の
地
震
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
台
風
、
マ
レ
イ
シ
ア
サ
ラ
ワ
ク
州
の
台
風
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
竜
巻
等
々
の
被
害
者
救
援
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
緊
急
救
援
と
開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
ア
メ
‘
リ
カ
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
医
療
、
教
育
、
環
境
、
地
域
開
発
そ
し
て

Ｗ
Ｉ
ひ
等
の
地
域
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
緊
急
時
に
は
相
互
支
援

を
行
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

ＰＲOFILE
菅波　茂(すがなみ　しげる)

1946年広島生まれ。1972年岡

山大学医学部卒業。|幻6年間

大学院医学研究科修了。肩山

保健所、岡山大学医学部勤務

等を経tl981年菅波内科医院

､を開業する。1984年ＡＭＤＡ

　(アジア医師連絡協議会)、

1991年ＡＭＤＡ国際医療情報

センター､｣993年アジア多国

籍医師団を設立する。19116年

７月現在､､Z8ケ国､42ケ所で国

際援助活動を実施中。　　

■■■■■■■■■■■

と
胸
を
は
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
活
動
の
と
き
、
ゴ
マ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
診
療
所
で
生
ま
れ
た
男
の
子
に
お
母
さ
ん
が
「
ア

ム
ダ
」
と
希
望
し
て
名
付
け
ま
し
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
爆
撃
さ
れ
多
数
の
避
難
民
が
出
現
。
救
援
に
駆

ヘリコプターの中で診察中のＡＭＤＡスタッフ（秋山医師）
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0）

け
つ
け
た
我
々
も
ア
ジ
ア
人
だ
。
同
じ
ア
ジ
ア
人
で
あ
る

日
本
か
ら
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ア

ン
ゴ
ラ
で
は
反
政
府
側
地
区
で
活
動
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
白
昼
２
名
も
殺
さ
れ
撤
退
を
真

剣
に
考
え
ま
し
た
が
、
反
政
府
側
が
村
ぐ
る
・
み
の
警
護
体

制
を
と
っ
て
く
れ
た
の
で
救
援
活
動
を
続
行
し
て
い
ま

す
。
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
に
は
ア
フ
リ
カ
の
医
師
た
ち

も
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
活

動
の
と
き
、
東
京
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
大
使
館
に
「
ア
フ
リ

カ
多
国
籍
医
師
団
構
想
」
を
提
示
し
ま
し
た
ら
、
1
5
ケ
国

の
大
使
か
ら
支
援
と
医
師
派
遣
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
「
人
道
援
助
の
三
原
則
」
を
紹
介

し
ま
す
。

(1)（3）（2）

誰
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
が
あ
る
。
。

こ
の
気
持
ち
に
国
境
、
民
族
、
宗
教
等
の
差
は
な
い
。

援
助
を
う
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。

　
こ
の
プ
ラ
イ
ド
と
は
自
分
た
ち
も
役
に
立
ち
た
い
、
社

会
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
い
と
い
う
切
実
な
気
持
ち
を
援
助

さ
れ
る
側
も
常
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

プ
ラ
イ
ド
を
無
視
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
失
敗
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
、
ア
フ
リ
カ
多

国
籍
医
師
団
そ
し
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
と

兄
弟
医
師
団
が
誕
生
す
る
の
も
１
１
２
年
以
内
と
思
い
ま

す
。

　
以
上
の
特
徴
あ
る
３
つ
の
緊
急
人
道
救
援
活
動
方
法
で

す
が
国
連
、
国
際
機
関
、
日
本
政
府
、
現
地
政
府
、
企
業

等
々
と
密
接
な
連
携
を
も
っ
て
効
果
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
の
関
わ
り

１

　
こ
こ
で
青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
と
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
下
記
の
３
ケ
所
で
働
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
優
秀
な
方
ば
か
り
で
す
。

田
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
事
務
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

関
　
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
し
て
も
派
遣
さ
れ
て

　
　
い
ま
す
）

関
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
マ
ェ
ク
ト

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ザ
ン
ビ
ア
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｐ
Ｈ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ザ
ン
ビ
ア

で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
「
貧
困
と
健
康
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
調
整
員
、
長
期
お
よ
び
短

期
専
門
家
と
し
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
の
３
者
連
携
は

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
タ
ラ
ッ
ク
州
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
母
子
保
健
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
母
子
手
帳
、
教
育
ビ
デ
オ
そ
し
て
現
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
住
民
参
加
型
の
薬
生
協
が
特

徴
で
す
。
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
を
つ
く
っ
た
国
会
議
員
砿
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
育
て
る
責
任
が
あ
る
」
。
こ
の
大
義
の
も
と
に
熊
代
昭

彦
衆
議
院
議
員
を
団
長
に
森
暢
子
前
参
議
院
議
員
と
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
か
ら
２
名
が
１
月
2
1
日
よ
り
３
日
間
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

訪
問
七
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
知
る
人
ぞ
知
る
「
Ｎ
Ｇ

Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
先
進
国
」
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織

運
営
、
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
そ
し
て
政
府
と
の
棲

み
分
け
と
協
力
関
係
は
参
考
に
な
り
ま
す
。
結
論
と
し
て

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
」
股
立

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
の
成
立
と
文
部
省
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
化
に
備
え
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
設
立
へ
向
け
て

ｌ

ｌ

l　/-‘

L之’フィリピンプロジェクト現場の視察・前列右からｉ番目が熊代昭彦

衆議院議員、その左が森暢子氏､後列右から２番目が筆者菅波氏
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最
後
に
広
島
県
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
支
部
と
協
力
し
て
国

際
協
カ
セ
ン
タ
ー
’
を
本
年
４
月
か
ら
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
広
島
県
と

共
催
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
講
座
を
７
月
に
開

催
し
ま
す
。
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
し
て
ア
ジ
ア
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
視
察
研
修
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
こ
れ
は
Ａ
Ｍ
ｎ
Ａ
国
際
大
学
設
立
に
向
け
て
の
第
一

歩
で
す
。
Ａ
Ｍ
’
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
は
国
際
公
務
員
養
成
と
と

も
に
非
営
利
団
体
の
組
織
運
営
の
プ
ロ
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
設
立
で
き
れ
ば
世
界
で
初
め
て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ

る
大
学
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
杞
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
月
…
…
一
・
ｙ
Ｊ
ｙ
い
ｆ
・
ヽ
’
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
土
　
ミ
　
、
゛
ヲ
回
　
、
’
・
　
レ
じ
　
　
と
で
　
ダ
　
に
首
驀
ぐ
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